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国
際
会
計

ワ
ー
ク
プ
ラ
ン
の
更
新
─
Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｂ

Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｂ
は
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
の
改
訂

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
す
る
ワ
ー
ク
プ

ラ
ン
を
４
月
28
日
付
け
で
更
新
し

た
。
前
回
の
ワ
ー
ク
プ
ラ
ン（
３
月

23
日
付
け
）か
ら
の
主
な
変
更
点
等

は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

リ
サ
ー
チ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

・「
開
示
に
関
す
る
取
組
み

（Disclosure Initiative

）：
開

示
原
則
」の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
方
向

性
の
決
定
予
定
：
６
カ
月
後
以
降

限
定
的
な
範
囲
に
お
け
る
改
訂

お
よ
び
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
解
釈
指
針

・「
会
計
方
針
お
よ
び
会
計
上
の
見
積

り
」の
公
開
草
案
の
公
表
予
定
：
３

カ
月
以
内（
２
０
１
７
年
６
月
）　

・「
事
業
の
定
義
」の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

方
向
性
の
決
定
予
定
：
３
カ
月
以

内
・「
従
来
よ
り
保
有
し
て
い
た
共
同
支

配
事
業
の
持
分
」の
改
訂
基
準
の
公

（図表）　IASBのワークプラン

現在の活動 公表等予定時期
3カ月以内 6カ月以内 6カ月後以降

リサーチ・プロジェクト
開 示 に 関 す る 取 組 み

（Disclosure Initiative）：
開示原則（コメント期限：
2017年10月2日）

パブリック・
コンサルテーション

プロジェクトの
方向性の決定

基本財務諸表 分析 DPまたは
EDの公表

共通支配下の企業結合 分析 DP公表
動的リスク管理 分析 DP公表
資本の性質を有する金融商
品 DPの起草 DP公表

のれんおよび減損 分析 プロジェクトの
方向性の決定

割引率 リサーチ・サマリー
の起草

リサーチ・サマリー
の公表

株式報酬 リサーチ・サマリー
の起草

リサーチ・サマリー
の公表

基準書の設定等を予定しているプロジェクト
概念フレームワーク 概念フレームワー

クの起草
概念フレームワー

クの公表
開 示 に 関 す る 取 組 み

（Disclosure Initiative）：
重要性に関するプラクティ
ス・ステートメント

プラクティス・ス
テートメントの

起草

プラクティス・ス
テートメントの公表

（6月を予定）

開 示 に 関 す る 取 組 み
（Disclosure Initiative）：
重要性の定義（IAS1号およ
びIAS8号の改訂案）

EDの起草 ED公表
（6月を予定）

保険契約 IFRS基準書の
起草

IFRS基準書の公表
（5月を予定）

料金規制事業 分析 DP公表
限定的な範囲における改訂およびIFRIC解釈指針

会計方針および会計上の見
積り（IAS8号の改訂案） EDの起草 ED公表

（6月を予定）
負債の分類（IAS1号の改
訂） 分析 改訂IFRSの公表

事業の定義（IFRS3号の改
訂案） 分析 プロジェクトの

方向性の決定
従来より保有していた共同
支配事業の持分（IFRS3号
およびIFRS11号の改訂）

分析 改訂IFRSの公表

IFRS8号「事業セグメント」
の 改 訂（IFRS8号 お よ び
IAS34号の改訂案）（コメン
ト期限：2017年7月31日）

パブリック・
コンサルテーション

プロジェクトの
方向性の決定

制度改訂、縮小または清
算 ／ 返 還の利用可 能 性

（IAS19号 およびIFRIC14
号の改訂）

分析 改訂IFRSの公表

有 形 固 定 資 産： 意 図さ
れた使用前に生じた収益

（IAS16号の改訂案）
EDの起草 ED公表

（6月を予定）

損失補償を伴う期限前償還
（IFRS9号の改訂案）（コメ
ント期 限：2017年5月24
日）

パブリック・
コンサルテーション

プロジェクトの
方向性の決定

法人所得税の会計処理に
関する不確実性（IFRIC解
釈指針）

IFRIC解釈指針
の起草

IFRIC解釈指針の
公表（6月を予定）

年次改善2015-2017年サ
イクル 分析 プロジェクトの

方向性の決定
適用後レビュー

IFRS13号「公正価値測定」
の適用後レビュー 情報要請の起草 情報要請の公表

（5月を予定）
連結財務諸表および共同契
約に関するIFRS10号-12
号の適用後レビュー

適用後レビューの
開始

「ED」は公開草案、「DP」はディスカッション・ペーパー、「IFRS」は最終基準書を表している。

表
予
定
：
６
カ
月
後
以
降

・「
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
８
号『
事
業
セ
グ
メ
ン

ト
』の
改
訂
」の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

方
向
性
の
決
定
予
定
：
６
カ
月
後

以
降

・「
制
度
改
訂
、縮
小
ま
た
は
清
算
／
返

還
の
利
用
可
能
性
」の
改
訂
基
準
の

公
表
予
定
：
６
カ
月
以
内　

・「
有
形
固
定
資
産
：
意
図
さ
れ
た

使
用
前
に
生
じ
た
収
益
」の
公
開

草
案
の
公
表
予
定
：
３
カ
月
以
内

（
２
０
１
７
年
６
月
）

・「
損
失
補
償
を
伴
う
期
限
前
償
還
」の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
方
向
性
の
決
定

予
定
：
３
カ
月
以
内

・「
年
次
改
善
２
０
１
５
―
２
０
１
７

年
サ
イ
ク
ル
」の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

方
向
性
の
決
定
予
定
：
３
カ
月
以

内　
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フラッシュ

投資のハナシ表裏

感情を持った
人工知能

と
株
価
と
の
関
係
性
を
、
ゼ
ロ
か
ら
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
探
り
出
さ
せ
る
の
で

あ
る
。
こ
の
探
り
出
さ
れ
た
関
係
性

を
も
と
に
、
新
し
い
情
報
に
対
し
て

売
り
か
買
い
か
の
判
断
を
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
が
行
う
。

人
工
知
能
が
資
産
運
用
す
る
こ
と

で
驚
い
て
は
い
け
な
い
。
ソ
フ
ト
バ
ン

ク
は
自
社
開
発
の
人
工
知
能
ロ
ボ
ッ

ト
・
ペッ
パ
ー
を「
自
ら
が
感
情
を
持
っ

た
ロ
ボ
ッ
ト
…
…
」と
ま
で
宣
伝
し
て

い
る
。
一体
、
人
工
知
能
は
ど
う
い
う

し
く
み
で
人
間
の
よ
う
に
思
考
す
る

の
だ
ろ
う
か
？

人
工
知
能
の
な
か
で
も
、
最
近
注

目
を
浴
び
て
い
る「
深
層
学
習
」に
使

わ
れ
る
ニュ
ー
ラ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

例
に
説
明
し
よ
う
。
ニュ
ー
ラ
ル
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
は
、
図
表
の
よ
う
に
人
体

で
神
経
細
胞
が
次
々
に
信
号
を
伝
達

す
る
回
路
を
、
数
学
関
数
で
模
倣
し

た
も
の
で
あ
る
。

過
去
の
デ
ー
タ
を
イ
ン
プ
ッ
ト
し
て
、

関
数
回
路
を
通
っ
て
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
さ

れ
た
結
果
が
現
実
の
結
果
に
近
づ
く

よ
う
に
、
各
関
数
の
最
適
化
計
算
を

つい
に
、
資
産
運
用
の
世
界
に
も
人

工
知
能
の
登
場
で
あ
る
。
人
工
知
能

関
連
株
へ
投
資
す
る
フ
ァ
ン
ド
の
こ
と

で
は
な
い
。
人
工
知
能
が
運
用
す
る

フ
ァ
ン
ド
が
登
場
し
た
の
で
あ
る
。
た

と
え
ば
、
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
国
際
投
信
の

Ａ
Ｉ
日
本
株
式
オ
ー
プ
ン
、
ヤ
フ
ー
系

列
の
ア
ス
ト
マッ
ク
ス
投
信
投
資
顧
問

のY
jam

プ
ラ
ス
！
等
で
あ
る
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
ニュ
ー
ス
を
判
断

し
発
注
す
る
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
は
以
前

か
ら
行
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
人
工

知
能
に
よ
る
運
用
で
は
な
い
。
人
間

が
事
前
に「
ニ
ュ
ー
ス
が
Ｘ
の
場
合
は

買
い
、
Ｙ
な
ら
ば
売
り
」と
い
う
ア
ル

ゴ
リ
ズ
ム
を
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
し
て
お

り
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
は
そ
れ
に
従
っ
て

売
買
す
る
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
ト
レ
ー
デ
ィ

ン
グ
と
呼
ば
れ
る
も
の
だ
。
人
工
知

能
に
は
、
こ
の
よ
う
な
人
間
が
定
め

た
明
確
な
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
が
存
在
し
な

い
。
過
去
の
膨
大
な
デ
ー
タ（
景
気
指

標
・
ア
ナ
リ
ス
ト
レ
ポ
ー
ト
・ニュ
ー
ス
）

input output

各細胞（関数）において、入力信号に対して
計算された結果が出力信号として次の細胞
に伝達される。

（図表）　ニューラルネットワーク

行
う
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
を「
学
習
」と

呼
ぶ
。
関
数
が
決
ま
れ
ば
、
ど
ん
な

イ
ン
プ
ッ
ト
情
報
に
対
し
て
も
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
が
計
算
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

つ
ま
り
、
経
験
知（
最
適
化
さ
れ
た
関

数
）に
よ
り
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
未
経

験
の
イ
ン
プ
ッ
ト
情
報
に
対
し
て
も
予

測
が
で
き
る
と
い
う
わ
け
だ
。
近
年
、

関
数
計
算
の
最
適
化
テ
ク
ニッ
ク
、
大

容
量
デ
ー
タ
処
理
能
力
が
進
歩
し
た

お
か
げ
で
、
ニュ
ー
ラ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
精
度
が
急
激
に
向
上
し
た
ら
し
い
。

こ
の
し
く
み
で
、
ペッ
パ
ー
が
宣
伝

ど
お
り
に
本
当
に
人
間
ら
し
い
感
情

を
持
つ
の
か
と
疑
う
人
が
い
る
か
も
し

れ
な
い
。
疑
い
を
持
つ
方
は
、
以
下
の

項
目
を
ペッ
パ
ー
にY

es

かN
o

で
答
え

て
も
ら
い
、
人
間
ら
し
い
か
ど
う
か

を
判
断
し
て
欲
し
い
。

〇
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
ワ
ト
ソ
ン

（注）
は
、
本
当
は

人
間
が
操
作
し
て
い
る
と
思
う
。

　
→
嫉
妬
心
テ
ス
ト

〇
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
と
し
て
、ス
テ
ィ
ー

ブ
・
ジ
ョ
ブ
ズ
氏
よ
り
も
孫
社
長

の
ほ
う
が
偉
大
だ
。

　
→
忠
誠
心
テ
ス
ト

〇「
宇
宙
戦
艦
ヤ
マ
ト
の
砲
塔
よ
り
大

き
い
籠
池
砲
を
出
し
ま
す
よ
」と
聞

い
た
時
、す
ぐ
に
百
万
円
寄
付
の
話

だ
と
予
想
で
き
た
。

　
→
忖
度
す
る
能
力
テ
ス
ト

（注）
　
Ｉ
Ｂ
Ｍ
が
開
発
し
た
質
問
応
答
・
意
思

決
定
支
援
シ
ス
テ
ム

　
　
　
　
　

　
（
三
田　

哉
）

国
際
会
計

条
件
の
変
更
の
会
計
の
範
囲
に
関

す
る
Ａ
Ｓ
Ｕ
、公
表
─
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｂ

去
る
５
月
10
日
、
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｂ
は

Ａ
Ｓ
Ｕ
２
０
１
７
―
09「
株
式
報

酬（
ト
ピ
ッ
ク
718
）：
条
件
の
変
更

（m
odification

）の
会
計
の
範
囲
」

を
公
表
し
た
。
関
係
者
は
、
現
行
の

「
条
件
の
変
更
」の
定
義
で
あ
る「
あ

ら
ゆ
る
株
式
報
奨
の
条
件
の
変
更
」

は
広
範
で
あ
り
、
そ
の
た
め
実
務
の

多
様
性
が
存
在
し
て
い
る
と
指
摘
し

て
い
た
。
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｂ
は
、
こ
れ
に
応

え
て
、
本
Ａ
Ｓ
Ｕ
で
ト
ピ
ッ
ク
718
の

「
条
件
の
変
更
の
会
計（
新
し
い
報
奨

と
当
初
の
報
奨
の
交
換
と
し
て
の
会

計
処
理
）」を
要
求
す
る
株
式
に
基
づ

く
報
奨
の「
条
件
の
変
更
」に
関
し

て
、
以
下
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
提
供
し

て
い
る
。

企
業
は
、
条
件
の
変
更
の
直
前
と

直
後
で
以
下
の
す
べ
て
が
同
じ
で
な

い
場
合
に
は
、「
条
件
の
変
更
の
会

計
」を
す
る
。

①　
報
奨
の
公
正
価
値（
代
替
的
な
測

定
方
法
が
使
用
さ
れ
た
場
合
は
計

算
価
値
や
本
源
的
価
値
）

条
件
の
変
更
が
、
企
業
が
報
奨
の

価
値
評
価
の
た
め
に
使
用
す
る
評
価

技
法
の
イ
ン
プ
ッ
ト
に
影
響
を
与
え

な
い
場
合
に
は
、企
業
は
条
件
の
変
更

の
直
前
と
直
後
の
価
値
を
見
積
る
必

要
は
な
い
。

②　
報
奨
の
付
与
の
条
件

③　
報
奨
の
分
類（
資
本
商
品
か
負
債

商
品
か
）

「
条
件
の
変
更
の
会
計
」を
要
求
さ

れ
る
か
ど
う
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
企

業
は
ト
ピ
ッ
ク
718
で
要
求
さ
れ
る
開

示
を
要
求
さ
れ
る
。

本
Ａ
Ｓ
Ｕ
は
、
２
０
１
７
年
12
月

16
日
以
降
に
開
始
す
る
期
中
期
間
と

年
度
か
ら
、
適
用
日
以
後
の
条
件
変

更
に
将
来
に
向
か
っ
て
適
用
さ
れ
、

早
期
適
用
は
認
め
ら
れ
る
。

会
　
　
計

早
期
適
用
時
の
定
性
情
報
の
開

示
は
設
定
困
難
─
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
、収
益
認
識
専
門
委

去
る
４
月
26
日
、
企
業
会
計
基
準

委
員
会
は
第
81
回
収
益
認
識
専
門
委

員
会
を
開
催
し
た
。

重
要
性
に
関
す
る
事
項

（
出
荷
基
準
）

「
商
品
ま
た
は
製
品
の
出
荷
時
か

ら
当
該
商
品
ま
た
は
製
品
の
支
配
が
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会
　
　
計

の
れ
ん
に
関
す
る
ア
ナ
リ
ス
ト
の

見
解
を
リ
サ
ー
チ

─
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
、Ａ
Ｓ
Ａ
Ｆ
対
応
専
門
委

６月12日（月）まで
（15日が土曜のため）

６月30日（金）まで

①　源泉所得税および特別徴収住民税の納付（平成29年５月分）

②　法人の確定申告、納付、延納の届出（平成29年４月期分）
法人税・消費税・地方消費税・法人事業税・法人事業所税・法人住民税

③　申告期限延長承認法人の法人税確定申告
１カ月延長法人（平成29年３月期）
２カ月延長法人（平成29年２月期）

④　消費税確定申告（１カ月ごと）（４月期）
⑤　消費税確定申告（３カ月ごと）（１、４、７、10月期）
⑥　法人の中間申告（半期・10月期）
法人税・消費税・地方消費税・法人事業税・法人住民税

⑦　法人消費税の中間申告納付
直前期年税額4,800万円超のとき
１カ月ごと（４月期を除く）
直前期年税額400万円超のとき
３カ月ごと（１、７、10月期）

①　源泉所得税には復興特別所得税を含む。

②～⑦　法人の事業年度（課税期間）の終了日は各月末
日とする。

④、⑤　消費税課税期間の短縮特例は適用後２年間継続
が要件である。

今月の税務
日　付 項　目 備考・コメント

顧
客
に
移
転
さ
れ
た
時
ま
で
の
期
間

が
通
常
の
期
間
で
あ
る
場
合
」に
つ

い
て
、
国
内
に
お
け
る
配
送
を
前
提

と
す
る
と
数
日
程
度
の
取
引
が
多
い

た
め
、「
１
週
間
以
内
」と
の
例
示
を

削
除
す
る
こ
と
が
事
務
局
か
ら
提
案

さ
れ
た
。

開
示（
注
記
事
項
）の
検
討

早
期
適
用
時
期
に
お
い
て
、
仮
に

定
性
的
な
最
低
限
の
情
報
を
開
示
す

る
場
合
、
収
益
認
識
特
有
の
項
目
と

し
て
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
15
号
の
履
行
義
務

に
関
す
る
開
示
の
定
め
を
求
め
る
か

ど
う
か
が
論
点
と
な
っ
た
。
こ
の
場

合
、
履
行
義
務
の
性
質
ご
と
に
区
分

し
て
、
定
性
的
な
情
報
を
開
示
す
る

と
考
え
ら
れ
る
が
、
収
益
の
分
解
表

示
を
求
め
な
い
な
か
で
は
、
一
定
の

困
難
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
、 

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
15
号
の
履
行
義
務
に

関
す
る
開
示
の
定
め
の
う
ち
、
ど
の

定
め
を
要
求
す
る
か
も
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
点
を
踏
ま
え
る
と
、
新

基
準
の
早
期
適
用
時
に
は
履
行
義
務

の
定
性
的
な
情
報
に
関
す
る
開
示
の

定
め
を
設
け
る
こ
と
は
難
し
い
こ
と

が
、
事
務
局
の
見
解
と
し
て
示
さ
れ

た
。
専
門
委
員
か
ら
は「
履
行
義
務

の
説
明
な
ど
、
一
定
の
情
報
の
定
性

的
な
開
示
は
求
め
る
べ
き
で
あ
る
」、

「
事
務
局
の
提
案
ど
お
り
、
早
期
適

用
時
に
は
開
示
を
す
る
必
要
が
な

い
」、「
公
開
草
案
に
記
載
し
て
広
く

意
見
を
求
め
る
べ
き
で
あ
る
」な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
上
が
っ
た
。

早
期
・
強
制
適
用
時
期
を
検
討

事
務
局
か
ら
早
期
適
用
に
つ
い
て

以
下
の
２
案
が
出
さ
れ
た
。

（
案
１
）　
２
０
１
８
年
１
月
１
日
以

後
開
始
す
る
事
業
年
度
か
ら
早
期

適
用
を
認
め
る
。

（
案
２
）　
２
０
１
８
年
４
月
１
日
以

後
開
始
す
る
事
業
年
度
か
ら
早
期

適
用
を
認
め
る
。

専
門
委
員
か
ら
は
早
期
適
用
で
き

る
企
業
は
早
く
適
用
し
た
ほ
う
が
い

い
と
の
声
が
多
く
、「
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
や
米

国
基
準
を
適
用
し
て
い
る
12
月
決
算

の
企
業
に
は
新
基
準
の
早
期
適
用
の

ニ
ー
ズ
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
、（
案

１
）の
適
用
が
望
ま
し
い
」と
の
意
見

が
あ
っ
た
。

ま
た
、
強
制
適
用
に
つ
い
て
は
、

シ
ス
テ
ム
の
変
更
、
経
営
管
理
に
与

え
る
影
響
等
を
考
慮
し
て
、
以
下
の

２
案
が
出
さ
れ
た
。

（
案
１
）　
２
０
１
９
年
４
月
１
日
以

後
開
始
す
る
事
業
年
度
か
ら
強
制

適
用
す
る
。

（
案
２
）　
２
０
２
０
年
４
月
１
日
以

後
開
始
す
る
事
業
年
度
か
ら
強
制

適
用
す
る
。

専
門
委
員
か
ら
は
、
強
制
適
用
の

場
合
は
提
案
さ
れ
た
２
案
で
は
時
間

が
足
り
な
い
と
の
声
が
多
く
、「
新
た

に
２
０
２
１
年
４
月
１
日
以
後
開
始

す
る
事
業
年
度
か
ら
強
制
適
用
す
る

こ
と
を
検
討
す
る
の
は
ど
う
か
」と

の
声
が
上
が
っ
た
。

設
例
の
作
成

今
ま
で
抽
出
し
た
課
題
に
お
い
て

わ
が
国
に
特
有
な
取
引
な
ど
に
関
す

る
設
例
の
作
成
を
検
討
す
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
る
。
事
務
局
で
検
討
し
た

結
果
、
特
に
設
例
を
作
成
す
る
ニ
ー

ズ
が
高
い
も
の
と
し
て
、
以
下
の
項

目
が
示
さ
れ
た
。

・
消
費
税

・
有
償
支
給
取
引

・
他
社
ポ
イ
ン
ト
の
付
与

・
設
備
工
事
の
コ
ス
ト
オ
ン
取
引（
本

人
ま
た
は
代
理
人
）

・
小
売
業
に
お
け
る
消
化
仕
入

去
る
４
月
27
日
、
企
業
会
計
基
準

委
員
会
は
第
53
回
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｆ
対
応

専
門
委
員
会
を
開
催
し
た
。

今
回
は
、
７
月
の
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｆ
会

議
で
報
告
す
る
予
定
の
リ
サ
ー
チ
・

ペ
ー
パ
ー
３
号「
の
れ
ん
を
巡
る
財
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新
収
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強
制
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用
に
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─
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
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仮
想
通
貨
交
換
業
者
か
ら
意
見

聴
取
─
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
、実
務
対
応
専
門
委

務
情
報
に
関
す
る
ア
ナ
リ
ス
ト
の
見

解
」の
内
容
が
紹
介
さ
れ
た
。

本
リ
サ
ー
チ
・
ペ
ー
パ
ー
の
目
的

Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｂ
に
よ
る
リ
サ
ー
チ
・
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト「
の
れ
ん
お
よ
び
減
損
」を
中

心
と
し
た
、
の
れ
ん
の
会
計
処
理
に

関
す
る
国
際
的
な
議
論
の
基
礎
を
提

供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

調
査
方
法

Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
ス
タ
ッ
フ（
以
下
、「
ス

タ
ッ
フ
」と
い
う
）は
、
の
れ
ん
お
よ

び
減
損
を
め
ぐ
る
ア
ナ
リ
ス
ト
の
現

在
の
見
解
を
、
よ
り
深
く
理
解
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
日
本
に
お
け

る
著
名
な
11
名
の
ア
ナ
リ
ス
ト
に
対

す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
実
施
し
て
、

そ
の
結
果
を
要
約
し
て
い
る
。

主
な
調
査
結
果

ス
タ
ッ
フ
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
す

べ
て
の
ア
ナ
リ
ス
ト
は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・

フ
ロ
ー
情
報
に
基
づ
く
分
析
を
行
っ

て
い
た
。
ま
た
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ・フ
ロ
ー

情
報
を
算
出
す
る
た
め
に
、
営
業

利
益
に
調
整
を
加
え
る
手
法
を
用

い
て
い
る
場
合
に
は
、
償
却
費
お
よ

び
減
損
損
失
を
足
し
戻
し
て
い
た
。

ア
ナ
リ
ス
ト
は
以
下
の
３
つ
に
分

類
さ
れ
た
。

①　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
情
報
に

基
づ
く
分
析
を
重
視
す
る
株
式
ア

ナ
リ
ス
ト

②　

会
計
上
の
利
益
お
よ
び
純
資
産

情
報
に
基
づ
く
分
析
を
キ
ャ
ッ
シ
ュ・

フ
ロ
ー
情
報
に
基
づ
く
分
析
と
と

も
に
重
視
す
る
株
式
ア
ナ
リ
ス
ト

③　
信
用
ア
ナ
リ
ス
ト

ス
タ
ッ
フ
は
、
ア
ナ
リ
ス
ト
の
２

つ
の
異
な
る
見
解
に
着
目
し
て
い

る
。
１
つ
は
、
前
記
②
の
ア
ナ
リ
ス

ト
に
よ
る
の
れ
ん
を
償
却
す
べ
き
と

す
る
見
解
、
も
う
１
つ
は
、
前
記
①

の
ア
ナ
リ
ス
ト
に
よ
る
の
れ
ん
の
償

却
と
非
償
却
の
違
い
は
特
段
の
意
味

を
も
た
な
い
と
す
る
見
解
で
あ
る
。

ス
タ
ッ
フ
は
、
会
計
基
準
設
定
主

体
が
会
計
基
準
の
開
発
プ
ロ
セ
ス
に

ア
ナ
リ
ス
ト
の
見
解
を
反
映
す
る
に

あ
た
り
、
の
れ
ん
の
事
後
の
会
計
処

理
の
観
点
か
ら
は
、
償
却
お
よ
び
減

損
ア
プ
ロ
ー
チ
を
支
持
す
る
ア
ナ
リ

ス
ト
の
見
解
に
、
よ
り
重
要
性
を
与

え
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

去
る
４
月
28
日
、
企
業
会
計
基
準

委
員
会
は
第
３
５
９
回
企
業
会
計
基

準
委
員
会
を
開
催
し
た
。

主
な
審
議
事
項
は
次
の
と
お
り
。

公
共
施
設
等
運
営
権
に
係
る

会
計
上
の
取
扱
い

実
務
対
応
報
告
35
号「
公
共
施
設

等
運
営
事
業
に
お
け
る
運
営
権
者
の

会
計
処
理
等
に
関
す
る
実
務
上
の
取

扱
い
」に
つ
い
て
、
公
表
が
承
認
さ

れ
た
。
５
月
２
日
に
公
表
さ
れ
て
お

り
、
２
０
１
７
年
５
月
31
日
以
後
終

了
す
る
事
業
年
度
お
よ
び
四
半
期
会

計
期
間
か
ら
適
用
さ
れ
る
。

権
利
確
定
条
件
付
き
有
償
新
株

予
約
権

実
務
対
応
報
告
公
開
草
案「
従
業

員
等
に
対
し
て
権
利
確
定
条
件
付
き

有
償
新
株
予
約
権
を
付
与
す
る
取
引

に
関
す
る
取
扱
い（
案
）」等
に
つ
い

て
、
公
表
が
承
認
さ
れ
た
。
５
月
10

日
に
公
表
さ
れ
て
お
り
、
７
月
10
日

ま
で
コ
メ
ン
ト
が
募
集
さ
れ
て
い

る
。収

益
認
識

第
81
回
収
益
認
識
専
門
委
員
会
で

の
議
論（
今
号
情
報
フ
ラ
ッ
シ
ュ
参

照
）を
踏
ま
え
、
審
議
が
行
わ
れ
た
。

早
期
適
用
の
時
期
に
つ
い
て
は
、

「
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
お
よ
び
米
国
基
準
と
同

時
に
適
用
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
」

な
ど
と
し
て
、
案
１（
２
０
１
８
年

１
月
１
日
以
後
開
始
事
業
年
度
か
ら

早
期
適
用
可
）を
推
す
意
見
が
多
く

聞
か
れ
た
。
な
お
、「
仮
に
最
終
化
が

年
明
け
に
な
っ
た
場
合
は
、
遡
っ
て

適
用
で
き
る
こ
と
と
な
る
の
か
」と

の
質
問
が
出
さ
れ
、事
務
局
か
ら「
一

般
論
と
し
て
は
遡
ら
な
い
ほ
う
が
よ

い
が
、
で
き
な
く
は
な
い
」と
の
見

解
が
示
さ
れ
た
。

強
制
適
用
の
時
期
に
つ
い
て
は
、

「
案
２
で
も
準
備
期
間
が
足
り
な
い
」

な
ど
と
し
て
、
２
０
２
１
年
４
月
１

日
以
後
開
始
事
業
年
度
か
ら
の
適
用

と
す
べ
き
と
い
う
意
見
が
多
く
聞
か

れ
た
。

税
効
果
会
計

第
51
回
税
効
果
会
計
専
門
委
員
会

で
の
議
論（
２
０
１
７
年
５
月
10
日
・

20
日
合
併
号（
№
１
４
７
９
）情
報
フ

ラ
ッ
シ
ュ
参
照
）を
踏
ま
え
、
単
体

財
務
諸
表
に
お
け
る
開
示
等
に
つ
い

て
審
議
が
行
わ
れ
た
。

連
結
で
追
加
的
に
求
め
る
開
示
項

目
の
一
部
を
単
体
で
は
開
示
不
要
と

す
る
、
と
い
う
事
務
局
の
提
案
に
対

し
て
、「
単
体
の
情
報
も
持
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
開
示
す
る

こ
と
が
そ
れ
ほ
ど
負
担
と
な
る
の
か

疑
問
」と
い
う
意
見
が
聞
か
れ
た
一

方
、「
連
結
の
情
報
で（
単
体
の
情
報

な
し
で
）何
が
分
析
で
き
な
い
の
か

わ
か
ら
な
い
。
単
体
の
情
報
が
あ
れ

ば
何
で
も
出
す
と
い
う
こ
と
に
な
り

か
ね
な
い
」と
の
意
見
も
聞
か
れ
て

い
る
。

仮
想
通
貨
に
係
る
会
計
上
の
取
扱
い

第
１
０
３
回
実
務
対
応
専
門
委
員

会
で
の
議
論（
２
０
１
７
年
５
月
10

日
・
20
日
合
併
号
情
報
フ
ラ
ッ
シ
ュ

参
照
）を
踏
ま
え
、
今
後
の
検
討
の

進
め
方
が
審
議
さ
れ
た
。

全
体
の
進
め
方
と
し
て
、
委
員
か

ら
、「
仮
想
通
貨
交
換
業
者
の
会
計
処

理
を
明
確
化
す
る
ニ
ー
ズ
は
高
い

が
、
利
用
者
の
会
計
処
理
は
そ
れ
ほ

ど
で
も
な
い
と
思
う
。
ま
ず
は
交
換

業
者
に
絞
っ
て
検
討
す
る
ほ
う
が
よ

い
」と
い
う
意
見
が
聞
か
れ
た
。
こ

の
点
、
事
務
局
か
ら
、「
交
換
業
者
と

利
用
者
で
会
計
処
理
が
異
な
る
の
で

あ
れ
ば
切
り
離
す
こ
と
も
有
用
だ

が
、
同
じ
で
あ
れ
ば
一
緒
に
検
討
し

て
い
く
こ
と
で
よ
い
の
で
は
」と
い

う
考
え
方
が
示
さ
れ
た
。

ま
た
、「
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
に
限
ら

ず
、
そ
れ
以
外
の
仮
想
通
貨
も
対

象
と
し
て
検
討
す
べ
き
」と
の
意
見

も
出
さ
れ
た
。
事
務
局
か
ら
は
、「
ま

ず
は
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
を
念
頭
に
お
い

て
い
る
。
仮
想
通
貨
全
体
は
難
し
い

か
も
し
れ
な
い
が
、
あ
る
程
度
は
対

象
を
広
げ
る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
た

い
」と
の
考
え
方
が
示
さ
れ
た
。

去
る
５
月
２
日
、
企
業
会
計
基
準

委
員
会
は
第
１
０
４
回
実
務
対
応
専

門
委
員
会
を
開
催
し
た
。

前
回
の
専
門
委
員
会
で
は
、
仮
想

通
貨
に
係
る
会
計
上
の
取
扱
い
に
つ

い
て
、
仮
想
通
貨
の
概
要
お
よ
び
基

準
開
発
に
お
い
て
取
り
扱
う
範
囲
が

検
討
さ
れ
た
。
そ
の
際
、
現
状
の
仮

想
通
貨
お
よ
び
仮
想
通
貨
交
換
業
者

の
業
務
の
内
容
や
基
準
開
発
に
お
い
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税
効
果
適
用
指
針
案
等
、検
討
大

詰
め
─
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
、税
効
果
会
計
専
門
委

て
取
り
扱
う
範
囲
へ
の
ニ
ー
ズ
に
つ

い
て
、
よ
り
深
く
把
握
し
た
い
と

の
意
見
が
聞
か
れ
て
い
た
。
そ
こ

で
、
今
回
は
、
仮
想
通
貨
交
換
業
者

の
業
界
団
体
で
あ
る
日
本
ブ
ロ
ッ
ク

チ
ェ
ー
ン
協
会
お
よ
び
日
本
仮
想
通

貨
事
業
者
協
会
か
ら
参
考
人
を
招
い

て
、
審
議
が
行
わ
れ
た
。

仮
想
通
貨
交
換
業
者
の
業
務
の

内
容参

考
人
か
ら
、
①
仮
想
通
貨
販
売

所
に
お
け
る
自
己
取
引
業
務
、
②
仮

想
通
貨
取
引
所
に
お
け
る
委
託
取
引

業
務
、
③
仮
想
通
貨
取
扱
店
舗
に
対

す
る
決
済
サ
ー
ビ
ス
提
供
業
務
、
④

顧
客
か
ら
仮
想
通
貨
の
預
託
を
受
け

る
業
務
、に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
、

そ
の
後
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。

参
考
人
に
よ
る
と
、
仮
想
通
貨
は

７
０
０
種
類
以
上
存
在
す
る
が
、
上

場
さ
れ
な
い
も
の
や
ほ
と
ん
ど
取
引

が
な
い
も
の
も
あ
り
、
①
で
取
り
扱

う
の
は
12
種
類
、
②
で
取
り
扱
う
の

は
20
種
類
。
多
く
は
、
ビ
ッ
ト
コ
イ

ン
の
プ
ロ
ト
コ
ル
を
も
と
に
し
つ
つ

も
、
使
う
目
的
に
応
じ
て
開
発
さ
れ

て
お
り
、
特
性
は
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な

る
。
さ
ら
に
、
今
後
も
種
類
は
増
え

続
け
る
だ
ろ
う
と
の
こ
と
。

現
状
、
取
引
所
に
お
け
る
ビ
ッ
ト

コ
イ
ン
の
価
格
は
、
た
と
え
ば
海
外

（
ド
ル
ベ
ー
ス
）と
日
本（
円
ベ
ー
ス
）

を
比
較
す
る
と
、
為
替
相
場
と
乖
離

し
て
い
る
部
分
も
あ
る
。
し
か
し
、

平
成
29
年
度
税
制
改
正
に
よ
り
日
本

で
も
７
月
以
降
は
消
費
税
が
非
課
税

と
な
る
た
め
、ア
ー
ビ
ト
ラ
ー
ジ（
裁

定
取
引
）が
働
き
や
す
く
な
り
、
収

れ
ん
し
て
い
く
と
い
う
見
通
し
が
示

さ
れ
た
。

販
売
所
間
で
の
取
引
も
行
わ
れ
て

お
り
、
ま
た
、「
仮
想
通
貨

⇔

円
」だ

け
で
な
く「
仮
想
通
貨

⇔

仮
想
通
貨
」

の
取
引
も
行
わ
れ
て
い
る
。

③
で
は
、
仮
想
通
貨
を
受
け
取
っ

た
店
舗
は
即
時
決
済
す
る（
仮
想
通

貨
を
円
と
交
換
す
る
）シ
ス
テ
ム
と

な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
店
舗
が

期
を
ま
た
い
で
仮
想
通
貨
を
保
有
す

る
ケ
ー
ス
は
少
な
い
と
の
こ
と
。

会
計
基
準
で
定
め
る
会
計
処
理
の

範
囲仮

想
通
貨
交
換
業
者
の
会
計
処
理

と
し
て
、
事
務
局
が
取
り
扱
う
こ
と

を
想
定
し
て
い
る
項
目
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
お
お
む
ね
次
の
よ
う
な
見

解
が
、
参
考
人
か
ら
示
さ
れ
た
。

①　
仮
想
通
貨
の
期
末
評
価

現
状
は
棚
卸
資
産
と
し
て
簿
価

ベ
ー
ス
。た
だ
、
時
価
評
価
の
ほ
う
が

わ
か
り
や
す
い
だ
ろ
う
と
思
う
。

②　
顧
客
か
ら
の
預
か
り
資
産（
仮
想

通
貨
）に
関
す
る
会
計
処
理

オ
ン
バ
ラ
ン
ス（
貸
借
対
照
表
に

計
上
）が
よ
い
と
思
う
。

③　
仮
想
通
貨
交
換
業
者
の
損
益
計

算
書
上
に
お
け
る
表
示（
総
額
か
純

額
か
）

純
額
が
よ
い
と
思
う（
総
額
だ
と

大
き
く
な
り
す
ぎ
る
）。

ま
た
、「
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
に
限
定
し

な
い
ほ
う
が
よ
い
」、「
資
金
決
済
法

上
の
仮
想
通
貨
全
体
を
視
野
に
入
れ

て
も
ら
い
た
い
」、「
種
類
に
よ
っ
て

特
性
は
異
な
る
が
、
会
計
上
の
取
扱

い
に
相
違
を
生
じ
さ
せ
る
も
の
で
は

な
い
」と
の
意
見
や
、「
収
益
認
識
の

タ
イ
ミ
ン
グ（
ど
の
時
点
で
支
配
が

移
転
し
た
と
い
え
る
か
）の
問
題
も

あ
る
」と
い
う
指
摘
も
示
さ
れ
た
。

事
務
局
は
、
７
～
８
月
に
公
開
草

案
を
公
表
し
、
２
カ
月
の
コ
メ
ン
ト

募
集
後
、
再
審
議
を
経
て
基
準
化
す

る
予
定
と
し
て
い
る
。
こ
の
点
、「
上

場
企
業
が
参
入
し
て
い
る
例
も
あ

り
、
四
半
期
決
算
も
必
要
。
可
及
的

速
や
か
に
と
い
う
の
が
本
音
」と
の

意
見
が
聞
か
れ
た
。

去
る
５
月
８
日
、
企
業
会
計
基

準
委
員
会
は
第
52
回
税
効
果
会
計

専
門
委
員
会
を
開
催
し
た
。
前
回

（
２
０
１
７
年
５
月
10
日
・
20
日
合

併
号（
№
１
４
７
９
）情
報
フ
ラ
ッ

シ
ュ
参
照
）に
引
き
続
き
、
税
効
果

適
用
指
針
案
等
に
つ
い
て
、
前
回
示

さ
れ
た
文
案
か
ら
の
修
正
点
を
中
心

に
検
討
が
行
わ
れ
た
。

主
な
審
議
事
項
は
次
の
と
お
り
。

「
税
効
果
会
計
に
係
る
会
計
基
準
」

の
一
部
改
正
案

文
案
４
項
は
、
繰
延
税
金
資
産
の

発
生
原
因
別
の
主
な
内
訳
の
注
記

（
税
効
果
会
計
基
準
注
解（
注
８
））を

改
正
す
る
も
の
で
あ
る
。

前
回
ま
で
に
示
さ
れ
て
い
た
文
案

４
項
で
は
、
こ
の
主
な
内
訳
を
注
記

す
る
に
あ
た
り
、
繰
延
税
金
資
産
か

ら
控
除
さ
れ
た
額（
評
価
性
引
当
額
）

を
あ
わ
せ
て
記
載
す
る
と
さ
れ
て
い

た
。
さ
ら
に
、
こ
の
内
訳
と
し
て
税

務
上
の
繰
越
欠
損
金
を
記
載
し
て
い

る
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
税
務
上
の

繰
越
欠
損
金
の
額
が
重
要
で
あ
る
と

き
は
、
評
価
性
引
当
額
は
、
税
務
上

の
繰
越
欠
損
金
に
係
る
も
の
と
将
来

減
算
一
時
差
異
の
合
計
に
係
る
も
の

に
区
分
し
て
記
載
す
る
と
さ
れ
て
い

た
。
今
回
は
こ
の「
将
来
減
算
一
時

差
異
」を「
将
来
減
算
一
時
差
異
等
」

と
し
、
将
来
減
算
一
時
差
異
等
に
繰

越
外
国
税
額
控
除
や
繰
越
可
能
な
租

税
特
別
措
置
法
上
の
法
人
税
額
の
特

別
控
除
等
を
含
め
る
よ
う
文
案
が
修

正
さ
れ
た
。

ま
た
、
評
価
性
引
当
額
の
内
訳
の

区
分
表
示
が
必
要
と
な
る
重
要
性
の

判
断
に
つ
い
て
、
文
案
29
項
に「
企

業
が
置
か
れ
た
状
況
に
よ
っ
て
重
要

性
は
異
な
る
た
め
、
一
律
の
基
準
を

定
め
る
こ
と
は
適
切
で
は
な
い
と
考

え
ら
れ
…
…
企
業
の
状
況
に
応
じ
て

適
切
に
判
断
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
。」と
の
文
言
が
追
加
さ
れ
た
。

こ
れ
は
前
回
の
専
門
委
員
会
で

「
重
要
性
」に
関
す
る
記
載
ぶ
り
に
関

し
、「
わ
か
り
づ
ら
い
」、「
平
仄
を
合

わ
せ
る
べ
き
」と
の
意
見
に
対
応
す

る
も
の
で
あ
り
、
同
様
の
修
正
が
税

務
上
の
繰
越
欠
損
金
に
関
す
る
重
要

性
に
つ
い
て
の
文
案
等
で
も
追
加
さ

れ
た
。

税
効
果
適
用
指
針
案

前
回
の
専
門
委
員
会
で
は
、
会
計

処
理
の
見
直
し
を
行
っ
た
と
し
て
示

さ
れ
て
い
る
次
の
２
項
目
以
外
の
項

目
を
適
用
す
る
こ
と
で
会
計
処
理
が

変
わ
る
可
能
性
が
あ
る
と
の
意
見
が

聞
か
れ
た
。

・
個
別
財
務
諸
表
に
お
け
る
繰
延
税

金
負
債（
将
来
の
会
計
期
間
に
お
け

る
将
来
加
算
一
時
差
異
の
解
消
に

係
る
増
額
税
金
の
見
積
額
）の
取
扱

い
・
子
会
社
に
対
す
る
投
資
に
係
る
連

結
財
務
諸
表
固
有
の
将
来
加
算
一

時
差
異
の
取
扱
い

こ
れ
に
対
し
て
事
務
局
は
、
会
計

方
針
の
変
更
と
し
て
取
り
扱
う
も
の

を
前
記
２
項
目
に
限
定
し
て
い
る
考

え
方
を
文
案
157
項
に
明
記
し
た
。

回
収
可
能
性
適
用
指
針
の
改
正
案

前
回
の
専
門
委
員
会
で
は
、
分
類

１
に
該
当
す
る
企
業
に
お
け
る
繰
延

税
金
資
産
の
回
収
可
能
性
に
関
す
る

取
扱
い
に
つ
い
て
、
会
計
方
針
の
変

更
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
に
つ
き
、
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会
　
　
計

税
効
果
適
用
指
針
案
等
、公
表
議

決
へ
─
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ

意
見
が
聞
か
れ
た
。
こ
の
た
め
、
事

務
局
は
文
案
125
―
２
項
に
会
計
方
針

の
変
更
と
す
る
理
由
と
し
て
、
個
別

財
務
諸
表
に
お
け
る
国
内
の
完
全
支

配
関
係
に
あ
る
子
会
社
株
式
の
評
価

損
等
に
つ
い
て
の
取
扱
い
を
明
確
化

し
た
こ
と
に
伴
い
、
分
類
１
に
該
当

す
る
企
業
に
お
け
る
繰
延
税
金
資
産

の
回
収
可
能
性
に
関
す
る
判
断
の
結

果
が
異
な
る
ケ
ー
ス
が
生
じ
得
る
と

考
え
ら
れ
る
旨
を
記
載
し
た
。

＊

今
回
議
論
し
た
修
文
案
に
つ
い
て

は
、
専
門
委
員
か
ら
の
反
対
意
見
は

ほ
と
ん
ど
聞
か
れ
な
か
っ
た
。

な
お
、
事
務
局
に
よ
る
と
、
こ
れ

ら
の
文
案
に
つ
い
て
、
専
門
委
員
会

で
の
議
論
は
終
了
す
る
と
の
こ
と
。

去
る
５
月
12
日
、
企
業
会
計
基
準

委
員
会
は
第
３
６
０
回
企
業
会
計
基

準
委
員
会
を
開
催
し
た
。

主
な
審
議
事
項
は
次
の
と
お
り
。

税
効
果
会
計

第
52
回
税
効
果
会
計
専
門
委
員
会

で
の
議
論（
今
号
情
報
フ
ラ
ッ
シ
ュ

参
照
）を
踏
ま
え
、
税
効
果
会
計
基

準
の
一
部
改
正
案
、
税
効
果
適
用
指

針
案
等
の
文
案
に
つ
い
て
審
議
が
行

わ
れ
た
。

先
に
日
本
公
認
会
計
士
協
会
の
実

務
指
針
を
移
管
し
た
、
企
業
会
計
基

準
適
用
指
針
26
号「
繰
延
税
金
資
産

の
回
収
可
能
性
に
関
す
る
適
用
指

針
」は
、
監
査
に
関
す
る
規
定
以
外

の
会
計
処
理
に
関
す
る
規
定
を
移
管

し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ

に
よ
る
新
規
の
適
用
指
針
と
し
て
制

定
さ
れ
た
。
こ
の
点
、
今
回
の
税
効

果
適
用
指
針
案
は
、
連
結
税
効
果
実

務
指
針
と
個
別
税
効
果
実
務
指
針
等

の
規
定
を
ほ
ぼ
丸
ご
と
移
管
し
、
見

直
し
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
た
め
、

前
記
２
つ
の
実
務
指
針
を
改
正
し
た

適
用
指
針
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と

と
さ
れ
た
。
同
様
に
、
中
間
税
効
果

適
用
指
針
案
は
、
中
間
税
効
果
実
務

指
針
を
改
正
し
た
も
の
と
位
置
づ
け

ら
れ
た
。

文
案
に
つ
い
て
の
特
段
の
異
論
は

聞
か
れ
て
お
ら
ず
、
次
回
の
本
委
員

会
で
公
表
議
決
の
予
定
。

仮
想
通
貨
に
係
る
会
計
上
の
取
扱
い

第
１
０
４
回
実
務
対
応
専
門
委

員
会
で
の
議
論（
今
号
情
報
フ
ラ
ッ

シ
ュ
参
照
）を
踏
ま
え
、
審
議
が
行

わ
れ
た
。

委
員
か
ら
は
、あ
ら
た
め
て「
ビ
ッ

ト
コ
イ
ン
に
限
定
す
べ
き
で
は
な

い
」、「
参
考
人
も
、
特
性
の
違
い
が

会
計
処
理
に
与
え
る
影
響
は
な
い
と

言
っ
て
い
る
。
対
象
を
広
く
考
え
る

べ
き
」と
い
っ
た
意
見
が
聞
か
れ
た
。

適
用
後
レ
ビ
ュ
ー
の
計
画
の
策
定

Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
は
、
１
月
12
日
に「
企

業
会
計
基
準
等
に
関
す
る
適
用
後
レ

ビ
ュ
ー
の
計
画
策
定
に
つ
い
て
の
意

見
の
募
集
」を
公
表
し
、
３
月
13
日

ま
で
コ
メ
ン
ト
を
募
集
し
て
い
た
。

今
回
、
こ
の
意
見
募
集
文
書
に
寄
せ

ら
れ
た
コ
メ
ン
ト
の
分
析
と
対
応
の

検
討
を
事
務
局
が
行
い
、「
適
用
後
レ

ビ
ュ
ー
に
係
る
意
見
募
集
文
書
に
寄

せ
ら
れ
た
コ
メ
ン
ト
へ
の
対
応
の
取

り
ま
と
め
」と
し
て
提
示
さ
れ
た
。

財
務
諸
表
の
利
用
者
・
作
成
者
双

方
か
ら
、
開
示
に
関
す
る
コ
メ
ン
ト

が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
ま
で
の

基
準
開
発
で
は
、
個
々
の
基
準
開
発

ご
と
に
有
用
性
と
コ
ス
ト
の
観
点
か

ら
開
示
に
関
す
る
検
討
が
行
わ
れ
て

お
り
、
開
示
の
運
用
状
況
に
つ
い
て

レ
ビ
ュ
ー
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
な

か
っ
た
。
そ
こ
で
、
開
示
に
関
す
る

適
用
後
レ
ビ
ュ
ー
を
実
施
す
る
方
向

性
で
、
詳
細
な
計
画
を
策
定
す
る
予

定
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
企
業
結
合
に
関
し
、
段
階

取
得
に
よ
り
支
配
を
獲
得
し
た
場
合

の
既
存
投
資
の
会
計
処
理
と
、
子
会

社
に
対
す
る
支
配
を
喪
失
し
た
場
合

の
残
存
投
資
の
会
計
処
理
が
整
合
し

て
い
な
い
、
と
い
う
指
摘
が
寄
せ
ら

れ
た
。
し
か
し
、
取
引
件
数
等
を
勘

案
す
る
と
必
ず
し
も
喫
緊
の
課
題
で

は
な
い
と
し
て
、
企
業
結
合
専
門
委

員
会
に
お
け
る
現
在
の
作
業
が
完
了

し
た
段
階
で
、
実
態
調
査
を
行
う
か

を
検
討
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

金
　
　
融

市
場
を
動
か
す
隠
れ
た
リ
ス
ク
シ

ナ
リ
オ

ア
メ
リ
カ
の
指
標
で
市
場
の
先

行
き
不
透
明
感
を
表
す
と
さ
れ
る

Ｖ
Ｉ
Ｘ
指
数
が
、
24
年
ぶ
り
の
低
水

準
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
、
市
場

の
話
題
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

本
当
に
市
場
の
不
透
明
感
に
つ
な

が
る
リ
ス
ク
は
低
水
準
に
な
っ
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。

Ｖ
Ｉ
Ｘ
指
数
自
体
は
、
ア
メ
リ

カ
の
Ｓ
＆
Ｐ
５
０
０
を
原
資
産
と

す
る
オ
プ
シ
ョ
ン
の
ボ
ラ
テ
ィ
リ

テ
ィ
を
も
と
に
算
出
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
こ
の
オ
プ
シ
ョ
ン
取
引
の
市

場
で
は
、
単
に
コ
ー
ル
・
プ
ッ
ト

を
単
体
で
取
引
し
て
い
る
だ
け
で

は
な
く
、
基
本
的
に
先
物
な
ど
オ
プ

シ
ョ
ン
以
外
の
商
品
と
組
み
合
わ

せ
て
合
成
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
作
っ
て

い
る
場
合
が
多
い
。
純
粋
に
将
来
の

変
動
率
だ
け
を
見
越
し
て
売
買
さ

れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

特
に
昨
今
の
よ
う
に
歴
史
的
な

低
金
利
の
時
代
に
な
れ
ば
、
オ
プ

シ
ョ
ン
を
売
っ
て
オ
プ
シ
ョ
ン
料

分
だ
け
で
も
稼
ご
う
と
す
る
取
引

が
増
え
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

オ
プ
シ
ョ
ン
の
売
り
需
要
が
増
え

れ
ば
オ
プ
シ
ョ
ン
価
格
は
低
下
、
す

な
わ
ち
ボ
ラ
テ
ィ
リ
テ
ィ
低
下
要

因
と
な
る
。

経理用語の豆知識
退職給付債務等の計算における割引率

退職給付債務等の計算において、割引率の基礎とする
安全性の高い債券の支払見込期間における利回りが期末
においてマイナスになる場合、利回りの下限としてゼロを利
用する方法とマイナスの利回りをそのまま利用する方法のい
ずれかの方法による。

退職給付債務等の計算において割引率が用いられる
が、割引率は安全性の高い債券の利回りを基礎として決
定するとされている。安全性の高い債券の利回りとは、期
末における国債、政府機関債および優良社債の利回りをい
う。退職給付会計基準において、債券の利回りがマイナス
になることは想定していなかった経緯もあり、利回りが期末
においてマイナスになる場合の取扱いが一義的には決めら
れておらず、いずれかの方法を用いることとすることとなっ
た。この取扱いは平成29年3月31日に終了する事業年度か
ら平成30年3月30日に終了する事業年度までに限って適用
され、その後の取扱いは引き続き検討することとされている。
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米
利
上
げ
で
円
相
場
は
ど
う
な

る
か
？

この20日間に公表・公布された経理関係重要法規等
日　付 法　規　等 出　所 備　考 掲載号

2017年
4月28日

『「攻めの経営」を促す役員報酬〜
企業の持続的成長のためのインセ
ンティブプラン導入の手引〜（平
成29年4月28日時点版）』

経済
産業省

中長期の企業価値向上に対応する役員報酬プランの導入を促すために作成
したもの。平成29年度税制改正における措置の概要や株式報酬、業績連動
報酬に関するＱ＆Ａが掲載されている。
http://www.meti.go.jp/press/2017/04/20170428007/20170428007.
html

―

2017年
4月28日

金融庁告示第16号
連結財務諸表の用語、様式及び作
成方法に関する規則に規定する金
融庁長官が定める企業会計の基準
を指定する件の一部を改正する件

金融庁
IASBが2017年12月31日までに公表したIFRS4号「保険契約」等を指定国
際会計基準とするもの。
http://www.fsa.go.jp/news/28/sonota/20170428-1.html

―

2017年
5月2日

実務対応報告第35号「公共施設等
運営事業における運営権者の会計
処理等に関する実務上の取扱い」

ASBJ

運営権者が公共施設等運営権を取得する取引等に関する会計処理・開示に
適用するもの。2017年5月31日以後終了する事業年度および四半期会計
期間から適用する。
https://www.asb.or.jp/jp/accounting_standards/practical_solution/
y2017/2017-0502.html

―

2017年
5月10日

実務対応報告公開草案第52号「従
業員等に対して権利確定条件付き
有償新株予約権を付与する取引に
関する取扱い（案）」等

ASBJ

企業がその従業員等に対して権利確定条件が付されている新株予約権を付
与する場合に、当該新株予約権の付与に伴い当該従業員等が一定の額の金
銭を企業に払い込む取引に関する会計処理を規定するもの。コメント期限
は、2017年7月10日まで。
https://www.asb.or.jp/jp/accounting_standards/exposure_draft/
y2017/2017-0510.html

―

株
式
市
場
で
い
わ
れ
る
５
月
は
売

り
の
月
、
つ
ま
り
株
価
が
下
が
る
月

と
い
う
ジ
ン
ク
ス
は
世
界
的
の
よ
う

で
あ
る
が
、
５
月
上
旬
の
懸
念
材
料

で
あ
っ
た
フ
ラ
ン
ス
大
統
領
選
挙
、

韓
国
大
統
領
選
挙
は
サ
プ
ラ
イ
ズ
な

く
終
わ
っ
た
。

日
本
市
場
に
と
っ
て
最
大
の
地
政

学
的
リ
ス
ク
で
あ
る
北
朝
鮮
は
、
韓

国
大
統
領
選
挙
待
ち
の
姿
勢
と
思
わ

れ
た
が
、
北
朝
鮮
に
融
和
的
な
文
氏

が
新
大
統
領
に
就
任
し
た
。
自
分
の

望
み
ど
お
り
の
事
態
が
実
現
し
た
北

朝
鮮
が
こ
れ
か
ら
ど
う
出
て
く
る

か
、
地
政
学
の
第
２
幕
が
始
ま
る
。

た
だ
、
こ
の
間
の
緊
張
状
態
に
あ
っ

て
も
、
韓
国
市
場
は
意
外
に
落
ち
着

い
て
い
た
こ
と
を
ど
う
評
価
す
れ
ば

よ
い
の
か
、
い
さ
さ
か
戸
惑
う
。

世
界
の
株
式
市
場
は
４
月
の
最
終

週
か
ら
同
時
株
高
の
様
相
を
示
し
て

い
る
。
し
か
し
、そ
の
勢
い
は
弱
く
、

様
子
見
の
感
じ
を
拭
え
な
い
。
世
界

景
気
や
各
国
企
業
収
益
は
堅
調
な
の

だ
か
ら
、
も
う
少
し
自
信
を
持
っ
て

よ
い
の
に
、
気
に
な
る
問
題
が
い
ろ

い
ろ
あ
る
の
か
。

そ
の
問
題
の
筆
頭
は
や
は
り
米
利

上
げ
で
あ
ろ
う
。
Ｆ
Ｒ
Ｂ
の
利
上
げ

は
、
米
経
済
の
実
勢
に
合
わ
せ
て
実

施
さ
れ
る
が
、
そ
の
狙
い
は
い
う
ま

で
も
な
く
景
気
の
過
熱
、
イ
ン
フ
レ

加
速
を
封
じ
込
め
、
安
定
的
な
景
気

拡
大
を
続
け
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

利
上
げ
だ
と
い
っ
て
も
、
何
ら
恐
れ

る
こ
と
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
し
か

し
、
利
上
げ
が
狙
い
ど
お
り
に
米
経

済
を
誘
導
で
き
る
保
証
は
な
く
、
混

乱
を
も
た
ら
す
リ
ス
ク
を
常
に
伴

う
。
そ
し
て
、
米
市
場
の
波
乱
は
た

ち
ま
ち
世
界
全
体
に
波
及
す
る
。

３
月
に
今
年
第
１
回
の
利
上
げ
が

実
施
さ
れ
た
時
、
次
は
６
月
と
い
う

声
が
上
が
っ
た
。
５
月
の
今
、
世
界

中
が
ア
メ
リ
カ
の
景
気
指
標
の
動
き

に
目
を
凝
ら
し
て
い
る
こ
と
だ
ろ

う
。日

米
の
株
式
市
場
と
連
動
性
は
も

と
よ
り
高
い
。
た
だ
、
米
利
上
げ
は

ド
ル
高
・
円
安
に
働
く
は
ず
な
の
で
、

日
本
で
は
内
心
、
米
利
上
げ
歓
迎
と

い
う
投
資
家
が
多
い
。
米
利
上
げ
で

米
市
場
が
も
た
つ
い
て
も
、
日
本
市

場
で
は
円
安
効
果
で
輸
出
関
連
株
が

買
わ
れ
、
株
価
水
準
が
上
昇
、
日
米

株
価
の
分
裂
も
起
こ
り
得
る
。

し
か
し
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
ド

ル
高
に
批
判
的
だ
。
米
利
上
げ
に

よ
っ
て
ド
ル
高
に
な
れ
ば
、
対
抗
措

置
を
と
っ
て
く
る
懸
念
が
あ
る
。
現

在
、
円
安
が
進
ん
で
き
た
が
、
日
本

株
価
の
反
応
は
案
外
、
さ
め
て
い
る

の
も
先
の
先
ま
で
読
ん
で
の
こ
と
な

の
か
。

実
際
に
４
月
後
半
か
ら
５
月
に
か

け
て
市
場
の
リ
ス
ク
要
因
と
さ
れ
た

事
象
を
み
る
と
、
シ
リ
ア
・
朝
鮮
半

島
情
勢
や
フ
ラ
ン
ス
大
統
領
選
挙

は
、
米
露
の
対
話
や
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で

の
米
朝
の
接
触
に
よ
る
緊
張
緩
和
へ

の
期
待
感
、
フ
ラ
ン
ス
大
統
領
選
で

の
マ
ク
ロ
ン
候
補
の
当
選
と
市
場
が

台
頭
を
リ
ス
ク
と
み
て
い
た
ル
ペ
ン

候
補
の
敗
北
で
、
目
先
の
リ
ス
ク
は

回
避
さ
れ
た
よ
う
に
も
み
え
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
対
立
し
て
き

た
米
朝
が
和
解
す
る
た
め
の
ハ
ー
ド

ル
は
依
然
と
し
て
高
く
、
合
意
に
は

双
方
な
い
し
は
ど
ち
ら
か
の
大
幅
な

譲
歩
が
必
要
だ
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
６

月
の
国
民
議
会
選
挙
で
、
現
在
議
席

数
ゼ
ロ
の
マ
ク
ロ
ン
氏
の
支
持
母
体

が
単
独
過
半
数
を
取
る
に
は
高
い

ハ
ー
ド
ル
が
あ
り
、
ル
ペ
ン
氏
の
支

持
母
体
の
国
民
戦
線
は
今
回
の
選
挙

で
得
票
率
を
伸
ば
し
て
い
る
。
選
挙

後
に
連
立
協
議
の
行
方
に
よ
っ
て
は

少
数
与
党
に
よ
る
議
会
運
営
と
な

り
、
再
び
Ｅ
Ｕ
や
移
民
の
問
題
に
焦

点
が
当
た
り
、
リ
ス
ク
シ
ナ
リ
オ
が

浮
上
す
る
可
能
性
も
残
し
て
い
る
。

ニ
ュ
ー
ス
の
見
出
し
に
隠
れ
た
リ
ス

ク
は
、
そ
の
表
と
裏
の
差
が
大
き
い

ほ
ど
表
に
出
た
と
き
に
市
場
を
大
き

く
動
か
す
要
因
と
な
る
点
に
注
意
が

必
要
だ
。


